竹原西公民館賀茂川吉崎土手美化推進委員会の活動について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹原市文化生涯学習室

　竹原西公民館のボランティアで構成する賀茂川吉崎土手美化推進委員会は，平成７年に公民館の文化教室受講者の有志によって，荒れた川土手を整備し，「美しい賀茂川土手を未来の子どもたちに残したい」という想いが発端となり，スタートしました。当初は大人のみで活動していましたが，途中から公民館の子ども教室の子ども達も参加しており，世代間交流という意味合いも持つものとなっています。さらに，平成１５年には広島県で初めてラブリバー認定制度による認定団体となりました。
　現在の，主な活動は４月～１１月（８月は除く）の毎週木曜日に，１０数名程度の参加者で賀茂川の土手約６００ｍの草刈を実施しています。また，北土手にある花壇の苗植えや手入れ，ゴミ拾いなども行っています。整備された土手を散歩道として利用する方も多く，四季折々の花を楽しみにしているという声もよく聞くようになりました。地域の活力を最大限に引き出していただくなど素晴らしい活動をしていただき，感謝しています。

　委員会の構成員は現在，６０名ですが，年々，減少し，また高齢化も進み，今後の継続性や活動の発展を考えると，子どもの参加に親を巻き込むことや，他の公民館教室での新たな周知など，幅広く参加者の増加につながる取り組みを行うことを考えていく必要があります。
　この事業は，子ども達の自然環境への興味・関心や住民の河川保全意識が高まり，ひいては郷土意識の醸成にもつながるものですので，地域のみなさんに引き続き頑張っていただき，市としましても，それをサポートすることで地域の皆様に愛される環境づくりに共に努めていきたいと思います。

